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「 惜 別 の 歌 」 の 由 来  

元商学部教授  猪間駿一  

この歌は、諸君のみならず、世間の若い人たちのあいだ

でも、広く歌われるようになっているが、その作曲が諸君

の先輩の手に成ることも諸君は知っておられるだろう。 

作曲者は藤江英輔君といい、昭和十九年に大学の旧制予科

に入学、二十五年に法学部を卒業し、新潮社に入社、今は

「週刊新潮」の政治記事を担当して活躍している方である。

歌は御承知の通り 

いかなる環境の中で作曲をしたか、それを語ることはやがて「惜別

の歌」の由来を語ることになる。ではそれを述べよう。 

諸君、今日は十二月一日である。諸君にはあるいはこれ

が歳末の一日だというほかに何の興味もない日であるか

も知れない。せいぜい自民党大会で総裁選挙が行われる

というのがこの日の第一の関心事であろう。だが私のよう

に戦争の経験を経てきた者には、他に深刻な追憶をこの日

にもち、そうした人々は国民の中になお少なからずあるこ

とを記憶されたい。二十三年前の今月今日、氷雨降る代々

木原頭に、学徒出陣ということが行われた。危急を告げる

広大な戦線の配備につくべく、何万の学生はペンを棄てノ

ートを棄て、教室を去ってこの日戦場に向かった。その学

生たちの何千かは、それきり再びこの国へは帰らなかっ

た。それらの中には、諸君の先輩たる中央大学生も数知れ

ず含まれていた。話はこういう時代を背景にしてのことで

あることを、諸君はまず以って御承知願いたい。 
藤江君が入学したのは学徒出陣の始まった翌年であっ

て、彼は徴兵官の錯誤から出陣ということはしなかった。

しかし教室で授業を受けるという訳には行かず、動員を受

けて板橋の造兵廠へ行って労働に従事することになった。

ほかの大学からも、専門学校からも、中学校からも無数の

学生生徒がそこに集まって、激しい勤務に服していたので

ある。青春を謳歌すべき年齢期の人たちが、そのように殺

人用具をつくることに月日を徒費していたことを思うと、

いたましいとも何とも言いようがない。かかることは再び

あってはならない。しかし歴史を見る場合には、今の判断

を直ちに過去にあてはめるのは誤りである。歴史は当時の

人々の一般的心理に同調し得る余裕を以って対さねばなら

ない。藤江君の語るところでは、このような状態ででも、

心は結構楽しかったそうである。苦しい自分の労働が、国

家の安危につながると思う時、旋盤に向かう全身の力は倍

加し、これこそは生き甲斐と感じたという。それに工場動

員の中には女子学生も多数にまじっていた。戦前は男女の

青年が同じ場所に立ちまじるということは今とはちがっ

て、社会的に禁制であった。それなのにこの殺風景な兵器

工場でかえって禁制が解かれるということは、これは私の

推察であるが、男女ともにほのかな喜びであったに違いな

いと思う。私はいかなる抑圧の下にあっても、青春の芽生

えは健やかに育つことを信ずる。 

しかしそうした苦しさの中の楽しさ、陰惨さの中の陽気さ

のただよう中にも、一瞬、全工場がシーンとなる時があった。

それは誰かに赤紙が来たと伝えられる時である。戦線への召

集令状が赤紙である。 
その来かたがだんだん頻繁になってきたある日、藤江君

は今のお茶の水女子大、当時の東京女高師の女子学生から

「この詩を御存じ」といわれて、藤村の「高楼」を見せられ

た。藤江君はヴァイオリンを弾いたりもする。「高楼」の 

遠き別れに堪えかねて  この高殿に登るかな 

悲しむなかれわが友よ 旅の衣をととのえよ 
別れといえば昔より  この人の世の常なるを 
流るる水をながむれば  夢はずかしき涙かな 
君がさやけき目の色も 君くれないの唇も  
君がみどりの黒髪も またいつか見んこの別れ 

というのであるが、これを聞いて、別れの歌としても男子青年の歌 
ではないと思わない人、最後が完結していない尻切れトンボだと思 
わない人は、鈍感といわねばならない。まったくそうであって、こ 
の歌は本来嫁入りのため遠く旅立つ姉とそれを送る妹とのあいだの 
別れの歌であり、第四節があるのを、藤江君の意思に反してチョン 
切られているのである。 
藤江君はこの歌詞を島崎藤村の明治三十年に出した処女詩集

「若菜集」の中の「高楼」という長い詩からとった。この詩はい

ま申したように姉と妹との対話になっていて、その中で妹が「わ

が姉よ」という箇所を、藤江君が「わが友よ」となおしたのであ

る。そしてチョン切られた第四節というのは、次のような詩句 
だ。 

(四)君のゆくべき山川は 落つる涙にみえわかず 
袖のしぐれの冬の日に 君に贈らん花もがな 

この第四節を歌ってこそ、惜別の歌は、たとえ男子の別れ

にはいささかどうかと思われる点があるにせよ、首尾完結し

た一篇の詩になる。どうしたことかこれが削られたのは、私

も藤江君と共にまことに遺憾とするものであって、諸君はど

うかこの第四節の復活を図っていただきたい。 

しかしこの歌詞の内容となると、疑問をいだかれる人も

あるかも知れない。君を送るために一枝の花をあげたいが、

冬の日でそれすらもない、と言っているのは、少しオーヴァ

ーじゃないか。冬だって花屋へ行けば、菊でもカーネーシヨ

ンでもいっぱいあるじゃないか、と今の学生諸君なら言うで

あろうからだ。けれども私は、それはいけないと言う。この

歌を歌う時には、やはりこの作曲がなされた時代に即して歌

を味わわねばならないのである。藤江君がいかなる時代に、 
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詩を見て、これに譜をつけようと思ってとりかかり、出来た

のが「惜別の歌」の作曲なのである。 
こうして出来た「惜別の歌」に発表会の何のという時代で

はない。藤江君が働きながら小声に口ずさむ。隣の友だちが

聞きつけて教えろという。その人が歌うとまた隣で教えろ

だ。こういう風にして歌はたちまち工場内にひろまり、やが

て戦争がすんで、動員された学生生徒が学校へ帰ると、その

学校の中で歌われるようになり、中央大学でもグリーンクラ

ブが譜をアレンジして「惜別の歌」という名を正式にきめる

ようになったのである。世間へ広まったのは、それから後で、

新宿に歌声喫茶というのが出来て、ここで毎晩大声に歌われ

たらしい。それをみてコロムビアが何とかいう有名女優と離

婚した流行歌手小林旭(笑声)に吹きこませたレコードが大当

たりに当たって、広く歌われるようになったのである。 

しかし、戦時中は、この歌は藤江君たちが働く軍需工場

での赤紙応召者を、同じく勤労動員された学生同僚が送り

出す時のお別れの合唱歌になっていた。その時に、見送ら

れる人に対する餞として、一体何があったろうか。日の丸

に「武運長久」と書いて、みんなで署名する。その国旗一

枚以外に何もありはしなかったのだ。削られた第四節“君

に贈らん花もがな"の一句は、まことにその時の諸君の先輩

の哀情をうたったものなのである。そして「惜別の歌」と

いうが、この惜別は単なる別れの名残り惜しさではなかっ

たのだ。いま別れれば再びこの世では相見ることかなわぬ

という永遠の別れの情をこめての惜別であつた。いま諸君

がこの歌を歌われるには、そこまで考えることはないし、

出来もしない。単なる惜別に歌っても少しも差し支えはな

いが、時にはこの歌が初めて歌われた頃のことを偲んでい

ただきたい。 

私は先年大学からヨーロッパヘやっていただいた。その

際ウィーン大学へ行つたが、そこの玄関には女神の首の像

があり、台座の正面には「栄誉、自由、祖国」右側には「わ

が大学の倒れし英雄をたたえて」左側には「ドイツ学生団及

びその教師これを建つ」と彫られてあった。転じてハイデル

ベルグ大学へ行くと、そのメンザ(学生食堂)の戸口の上には

「喜びのつどいにありても、うたげの装いに輝く広間にあ

りても、汝らのために倒れたる英雄を思え。幸福の中にあり

て、辛酸のかつての年を忘るな。汝らのために死せる者はな

お生きてありと思え」と書かれてあった。中央大学にはそう

いう像もなく碑銘もない。しかしこの「惜別の歌」がある。

これを歌われて戦いに赴いて、倒れた英雄はわが大学にも

少なくはなかったのだ。今日のわれわれの繁栄と幸福は、こ

れら英雄の犠牲の上に立つ。 

(注) 
1.故猪間教授の定年退官記念講義 (昭和41年12月1日 )
よりの抜翠(平成元年の大阪支部名簿巻末に掲載しま  
 

したが、戦後50年にあたり、更に多くの学員の皆様にご紹

介するものです。) 
2.「学員会大阪支部名簿巻末」より転載 

惜 別 の 歌  

島崎 
藤江
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三)  君がさやけき目の色も 
君くれないの唇も 
君がみどりの黒髪も 
またいつか見んこの別れ 

(四 )  君のゆくべき山川は  
落つる涙にみえわかず 
袖のしぐれの冬の日に 
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(二 別れといえば昔より 
この人の世の常なるを

流るる水をながむれば

夢はずかしき涙かな 

藤村  
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